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近畿地域エネルギー・温暖化対策推進会議
カーボンニュートラル実現に向けたフューチャー・デザイン分科会



2

カーボンニュートラル社会の実現に向けて
～フューチャーデザインを活用したワークショップ～

◼ 産学官が一堂に会してフューチャー・デザインの考え方を用い本格的に議論をする初の枠組み。

◼ 2050年を生きる将来世代になりきり、環境、ライフスタイル、都市インフラ、産業や技術発展
の状況について議論。

開催日： 令和6年6月18日（火）
主 催 : 近畿経済産業局、近畿地方環境事務所
参加者： 国支分部局、地方公共団体、民間企業 等 計23名
内 容： 第1回 2050年を生きる将来人として2050年の絵姿を描く

・現在の近畿地域の社会状況を描く
・2050年現在までの歴史年表の作成
・文章で2050年現在の状況を定義

※ フューチャーデザインとは？
長期的な問題の解決にあたり、例えば、政策を検討する場に将来
世代の代表者としての役割を持つ「仮想将来世代」を創出して、
将来世代の視点から現在の政策を考察するなど、将来世代の利
益を考慮した意思決定のための仕組みづくりを実践し、今を生きる
我々と将来世代の双方にとって最適な解決策を導こうとするもの。

➢ 第1回 2050年を生きる将来人として2050年の絵姿を描く
➢ 第2回 2050年を生きる将来人から202X年を生きる現在人
に向けたメッセージ集をつくる

➢ 第3回 2050年カーボンニュートラルの実現に向け、今後10
年程度で取り組むべき施策(アイデア)カタログを作る。
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参加者一覧

◼ 本体会議の構成員に加え、ライフスタイル（衣・食・住）に身近な企業等にもお声がけしてご参加いただいた。
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研修の実施
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カードゲーム「カーボンニュートラル社会の実現に向けて」
～カードゲームを活用したワークショップ～

◼ R6年度近畿地方環境事務所 地域脱炭素創生室の新任者研修を主目的に、希望者は誰でも参加可
能なカードゲーム体験会を実施。

◼ 事務所職員のカーボンニュートラルの理解促進と、参加者間のコミュニケーション促進が図られた。

近畿地方環境事務所 新任者研修（R6年度）
開催日： 令和6年5月22日（水）
主 催 : 近畿地方環境事務所 地域脱炭素創生室
参加者： 近畿地方環境事務所（地域脱炭素創生室／国立公園課）

近畿中国森林管理局、近畿地方整備局、近畿運輸局
大阪管区気象台、近畿経済産業局、滋賀県、京都府
兵庫県、京都市、大阪市、東大阪市、中小機構、
大阪商工会議所、信金中央金庫、みなと銀行、
関西みらい銀行、メンバーズ、パナソニック
計42名が参加

内 容： カーボンニュートラル社会の実現に向けて（講義）
カードゲーム体験
振り返り

※カードゲーム「2050カーボンニュートラル」とは？

2050年までの日本の経済や社会の変化を、企業や
行政などのチームに分かれて実際に行動し体験す
ることで、カーボンニュートラルに向けた学びを
深めるシミュレーションゲーム。
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